
地域の魅力を食卓へ届ける、 

岡崎発のライフスタイル 
愛知学泉大学ライフスタイル学科 

愛知学泉大学家政学部ライフスタイル学科では、衣・食・住および地域活性の観点から、これからの社

会にふさわしい新しいライフスタイルを提案し、人々の日常生活を支援できる人材の育成を教育目標とし

ています。 

本学科の特徴の一つである、3 年次に開講される体験型授業「スタジオ」では、学生が生活に関するさ

まざまなテーマの中から学生自ら課題を設定し、岡崎市内の企業や地域団体と連携しながら、独自のア

イデアや提案を発信しています。これらは、持続可能で豊かな暮らしの実現を目指す実践的な取り組み

であり、地域社会への貢献と発信にも力を入れています。今年度は、「食生活」の分野に焦点を当て、より

実践的かつ地域密着型の２つのプロジェクトを展開しました。 

プロジェクト１ 

サステナブルな経営を実践する「株式会社太田商店」と連携し、岡崎市の風土や食文化に根ざしたブラ

ンド鶏「岡崎おうはん」の缶詰および卵を活用したレシピ開発を進めました。「岡崎おうはん」は、安心・安

全な飼料で育てられた地元産の鶏で、うまみのある肉質と濃厚な卵黄が特長です。その鶏肉を使った缶

詰は保存性に優れ、調理も簡単で、現代の多様なライフスタイルに合った商品として注目されており、

2024 年度「愛知のふるさと食品コンテスト」で最優秀賞を受賞しました。 

この地域食材を活かし、学生たちは「食」「安心」「低カロリー」をテーマに、調理が簡単で再現しやすい

レシピを考案。忙しい人や料理初心者でも取り組みやすいよう工夫し、見た目や味、栄養面にも配慮しな

がら、地産地消の魅力を発信しました。 

 加えて、本取り組みは単なるレシピ開発にとどまらず、地産地消の意義や食品の持続可能性について

学生自身が考える機会ともなりました。地域企業との協働を通して、食材が生産から加工、消費へとつな

がる流れを理解し、地域資源を活かした商品開発や食文化の継承の重要性を体感することで、将来の食

産業を担う人材育成にも寄与する実践的な活動となりました。 

 名古屋で開催された「エシカルフェア」への参加では、これまで取り組んできたレシピの一部を来場者に

試食していただき、あわせてアンケート調査を実施しました。試食者の 8 割以上が「おいしい」または「す

ごくおいしい」と回答し、岡崎おうはんの魅力を伝える良い機会となりました。あわせてレシピを掲載した

リーフレットを配布し、「また食べたい」「初めて知った」といった声も得られました。 

 また、学生からは、試作品が来場者から高評価を得たことで達成感を感じたとの声があがりました。レ

シピ完成までには多くの時間と工夫が必要であり、意見交換や役割分担を通して、チームワークの大切さ

を学ぶ貴重な経験となりました。 



 プロジェクト２ 

岡崎市の中山間地域である「恵田（えた）学区（恵田町・丹坂町・駒立町・花園町）」と連携した地域活性

化プロジェクトも展開しました。恵田学区は、人口減少や少子高齢化、空き家の増加、公共交通機関の不

足といった課題を抱えており、持続可能な地域づくりが求められています。 

本プロジェクトでは、地域団体である地域活性化対策委員会「久楽志隊（くらしたい）」と協力し、学生

の視点から地域の魅力を再発見・発信しながら、地域住民との交流を通じて地域活性に貢献すること、さ

らにイベント参加や SNS などを活用し、地域の情報を発信していくことを目指しました。 

具体的な活動としては、恵田学区で栽培された大豆を使った味噌づくり、地元米である「丹坂米（たん

ざかまい）・ブランド名『ミネアサヒ』」の田植え・稲刈りといった食文化の体験、恵田学区の夏祭りや収穫

祭イベントへの参加・運営協力など、地域と密接に関わる実践的なプログラムを展開しました。さらには大

学祭や名古屋エシカルフェアへ出展し、地域外へ情報や魅力発信を行いました。 

 夏祭りへの出展では、大学生の明るく前向きな姿勢が、会場全体の雰囲気を盛り上げ、来場者や地域

関係者からも好意的であったという声を多くいただきました。 

 大学祭においては、農業体験で収穫した「丹坂米・ミネアサヒ」と、味噌作り体験で仕込んだ味噌を使用

して製作した五平餅の販売を行い、久楽志隊ののぼりを掲げて 300 本以上を販売する成果 を上げまし

た。これは、単なる販売活動にとどまらず、恵田学区の農産物や地域活動を地域外へ PR する貴重な機

会となりました。 

 名古屋で開催された「エシカルフェア」への参加では、それまでの地域貢献活動の報告、来場者へのア

ンケート、回答者に「丹坂米・ミネアサヒ」を 2 合プレゼントして PR を行い、恵田学区の取り組みを都市

部へ発信することができました。 

 これらの活動は大学生により動画編集し、久楽志隊の Instagram から発信していきました。 フォロワ

ー数の増加 にもつながり、情報発信力の向上という明確な成果が見られました。 

 

〇恵田学区の地域活性化対策委員会「久楽志隊（くらしたい）」より、いただいた評価 

1．学生の皆様の参加によりイベント全体が若さと活気にあふれ、大きく盛り上がった。 

2．制作された動画の完成度が高く、SNS 上での反響が非常に良好であった。 

3．学園祭やエシカルフェアなど恵田学区外での PR 活動により、地域の認知向上に貢献して 

いただいた。 

4．将来の移住者や U ターン世代に近い立場から、地域にとって貴重な意見や気づきを提供し 

ていただいた。 

 

 



プロジェクト 1 の活動趣旨と内容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エシカルフェアの際に配布したリーフレットの一部抜粋（１） 

エシカルフェアの際に配布したリーフレットの一部抜粋（２） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レシピブック一部抜粋 

 

 

 

 
岡崎おうはんのレシピ開発の風景（１） 



 
岡崎おうはんのレシピ開発の風景（２） 

 

 

 
名古屋エシカルフェアで、岡崎おうはん焼き鳥缶の試食・販売、リーフレット配布を行いました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋エシカルフェアで、岡崎おうはんの PR をしてきました！ 

 

 

  



プロジェクト２の活動趣旨と内容 

 

 



 
    恵田学区で栽培された大豆を使った味噌作り 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         岡崎市恵田学区での田植え体験 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         岡崎市恵田学区での稲刈り体験 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   農業体験で収穫した「丹坂米・ミネアサヒ」と、 

   味噌作り体験で仕込んだ味噌を使用して制作した五平餅 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

          

 

 

 

 

    大学祭での五平餅販売。300 本完売しました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    名古屋エシカルフェアで、恵田学区のお米「丹坂米・ミネアサヒ」をプレゼントして PR 

 



 

 

                      久楽志隊の Instagram  

                  大学生が制作した活動動画をアップしています。 

                      ぜひフォローよろしくお願いします！ 

 

 

 

 

こうした 2 つのプロジェクトは、イベントなどを通じて広く発信し、学生たちが制作したポスターの展示

や、家庭でも再現しやすいレシピ・地域の特産物の魅力を紹介するリーフレットの配布を行い、来場者へ

の啓発を図ることができました。 

これらの取り組みを通じて、岡崎の特産品「岡崎おうはん」の魅力や地産地消の意義、エシカル消費の

考え方について、消費者の理解を深めるとともに、恵田学区への関心を高めることができました。 

 

参加者：愛知学泉大学家政学部ライフスタイル学科 16 名 

 

 

 

 


